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予備調査	　　2000 年 9 月　　浙江省文物考古研究所ほか
　第 1回	 　　2001 年 9 月　　浙江省文物考古研究所、 湖州		
	 　　市博物館、 馬嶴博物館、 舟山市博物館
　第 2回	 　　2002 年 2 ～ 3 月　　上海博物館









































































































































金大考古 64, 2009  原田　幹・良渚文化「耘田器」の使用痕と機能・8-12
耘田器の形態的な特徴を力学的に検証する。
実験の場所等　2002 年から 2007 年にかけて計 4回の
実験を行った。
第 1回　2002 年 10 月　　静岡市登呂遺跡復元水田
第 2回　2004 年 11 月　　静岡市登呂遺跡復元水田
第 3回　2005 年 10 月　　静岡市登呂遺跡復元水田























実験 1・5　水平押切法（柄付） 実験 2　水平押切法
実験 3　穂摘み 実験 4　穂刈り
図５　実験石器と使用方法
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